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1.は じ め に

わが国で進行 している子 どもの体力低下傾向に歯止めをかけるべ く諸政策が展 開される.「 平

成18年 度体力 ・運動能力調査報告書」(概 要)に よる と,「基礎的運動能力(走 能力,跳 能力,

投能力)お よび握力は依然 として低い水準 となっているが,こ こ10年 ほ どは低下が緩やかにな

る,ま たは低下傾向のない項 目があること」,と 報告 している.こ の体力低下傾向の頭打ち現象

の背景が,不 断の対策努力によるのか,あ るいは身体能力のミニマムに至ったのか,い ずれか定

かではないが,青 少年の意欲 と心 と体の相伴った成長(中 教審,2007)に 注 目が注がれる今 日,

期待される体育 ・スポーツの役割について従前以上の責任が生 じている.

中央教育審議会(以 下,中 教審)の 「健やかな体 を育む教育の在 り方 に関する専 門部会」(平

成17年7月)で は,学 校体育において 「すべての子 どもたちが身につけるべ きミニマムは何か」

について審議状況の報告(2005)を 行った.高 橋(2006)に よると,そ のミニマムの具体的内容

は,1)身 体能力,2)態 度,3)知 識,思 考,判 断,お よび4)経 験に分 けられ,1)の 身体能力

については①身体能力(体 力 ・運動能力)の 要素(瞬 発力,持 久力,柔 軟性,巧 緻性など)に 加

えて,② 生涯にわたって運動やスポーッに親 しむための身体能力が挙 げられた.特 に,小 学校段

階では動 きの観点から① と②を統合 して身体能力 をとらえるという方針が検討 されている.ま た

三木(2006)は,小 学校段階ではミニマム として,「 巧みに体 を動かす身体能力」を重視 し,基

礎的な動 き(走,跳,投 捕,回 る,泳 ぐ,押 す,引 く,支 える,曲 げる,操 作するなど)か ら導

き出される具体的な動 きを例示する必要があることを述べている.具 体的には,「泳 ぐ,浮 かぶ」

「危険やケガを回避する」 「打球などの移動物を打 ち返す」 「リズムをとって,体 を動かす」など

が例示される.

次期学習指導要領改訂に向けての議論の中で(同 上部会,第17回,平 成19年9月),体 育科の

現状と課題,改 善の方向性についての検討素案が提示 された.そ の要点 として,① 「生 きる力」

の育成を今後 も推進する方向であるが,② 自ら学ぶ力や問題解決能力の育成,ま たは基礎 ・基本
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の習得等において不十分であること,③ 運動する一しないの二極化,④ 子 どもの体力低下傾 向,

⑤選択制における学習体験のないままの領域選択の問題点,な どが指摘 された.現 状 の問題点

の改善の方向性 として,⑥ 従前の体育科の目標 を継承 しながらも,学 びの連続性(校 種間の接

続)及 び発達段階に怖 じた内容の明確化 と体系化を図ること,⑦ その際,学 習内容の実社会 ・

実生活への活用性 を重視する指導,が 提案 された.さ らに⑧次期指導要領改訂 の主題である

「言語力の育成」 に関連 して,体 育の知情意お よび社会性,コ ミュニケーション能力育成への貢

献 も期待 される.体 力低下および運動実施の二極化が懸念 される小学校段階での具体的な改善

例 として,⑨ 各学年の系統性を図ること,⑩ 低 ・中学年 を含め全ての学年での 「体つ くり運動」

の導入(従 前 「力試 しの運動」および 「用具 を操作する運動」が統合),⑪ 安全教育の観点から

中学年における 「浮 く,泳 ぐ運動」の導入(従 前 「水遊び」「水泳」の整理」,⑫ 「体つ くり運

動」 について家庭 を始め学校以外での活用可能な指導の必要性,な どが示 された.

この次期学習指導要領における改訂作業と並行 して,日 本体育協会スポーツ医 ・科学研究プ

ロジェク ト(阿 江 ら,2006)に おいて,幼 少年期 に身につけてお くことが必要だと考えられる

基礎 的動 き(基 本的運動能力)に ついて総合的な研究が行われている.本 研究では人間の基礎

的な動 きについて,日 常生活、生存 ・危機の場,ス ポーツ等の各動作領域別 に項目を挙 げ,幼

少年の習得の実態調査,そ れに基づ く基礎的な動 きの成就における評価法の確立,お よび効果

的な習得法の提案,等 を目的 としている.基 礎的動 きのリス トの項 目について,日 常生活では

立つ ・もの を持つ ・移動運動など,生 存 ・危機の場では転(回 転,受 身)・ よける,か わす ・

はう ・浮,泳,潜 など,そ してスポーツでは蹴 ・捕 ・打 ・回るなど,が 提案 された.本 研究に

よる基礎的動 きの評価法および改善プログラムの開発が進行することで,幼 少年期 に習得が期

待される基礎的動 きの具体的内容 と方法が構築されると期待される.平 成17年 度の研究報告に

よると,基 礎的動 きプロジェク ト(第 一次調査)で は基礎的な動 きとして,「 両足をそろえてし

ゃがんで立つ」,「ぶ ら下がる」,「10mジ グザグ走」,「立幅跳 び」,「ケンケンパ」,「背負 う」,

「前転」,「足 たた き」,「跳び降 りる」,「遠投」,「正確投 げ」,「蹴る」,「捕る」,「ボールつ き」,

および 「ひね り跳び」の15の 課題動作が取 り上げられ検討された.

時を同じくして 「新健康 フロンティア戦略」が発表された(新 健康 フロンティア戦略賢人会

議,2007).本 政策は今後10ヶ 年における健康政策の方向性を示すが,主 要9課 題の1つ に 「運

動 ・スポーツの振興」(ス ポーツカ)が 掲げられている.こ の要点は,1)外 遊びやスポーッを

通 じた子 どもの体力向上(学 校体育 または運動プログラム開発 による意欲や習慣の育成,家 族

や地域 ぐるみで親 しめる環境整備),2)一 生涯にわたる 「スポーツライフ」の実現(国 民への

普及 ・啓発,生 涯 を通 じて親 しむことができる環境整備),と まとめられている.こ の戦略 を支

援する背景 として,家 庭 ・地域等の社会基盤が重視され,中 で も 「子育て ・子育ちの環境づ く

り」「親の健康づ くりと次世代への伝承」(親 力 ・家庭力の涵養)が 言及される点は興味深い.

こうした子 どもの体力向上に対する政策的動向に対 して,高 松(2005)は 子 どもの体力 ・運

動能力の低下に関する論説の中で,今 後の幼少年期体育の方向性について興味深い言及を して

いる.特 に学校体育に関連 して,① 教科体育の目標は心身の調和的発達 と生涯にわたる健康で

豊かな生活 をお くるための能力の涵養 とい う 「不易」の側面 に置かれているにも関わ らず,例

えば 「体ほ ぐし」(平 成11年 改訂)の 強調の ように,改 訂 ごとに目標の中の 「流行」が強調さ

れるきらいがあること,ま た②学習指導要領上の体育の目標 を実現 させるにあたって,「楽 しい

体育」 「選択悔の重視」「自主性 ・自発性の育成」または 「体操は体力つ くりのために必要な運
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動」「スポーツやダンスは欲求を充足するに必要な運動」などとその学習内容を捉 える現行 の学

校体育の在 り方は十分であるか否かの疑問,を 指摘 している.さ らに,小 学校段階での体力つ く

りの目標 に関 して,従 前のように発育曲線の発育の順序性 を過度に重視 し過ぎず,子 どもの多様

な個性に考慮 しながら 「身につける動 きの量 を多 くすることで,動 きの質を良 くすることを目標」

とすることで 「様 々な動 きが巧みにできる体力つ くり(調 整力 二動 きつ くり)」の実現を目指す

方向性 を提案 している.

幼少年期 は神経系の発達を基盤 として,知 的 ・体力的 ・情緒的にめざましい発達を遂げる.特

に体力的な側面 においては基本的運動技能 とともに 「調整力」(猪 飼,1972;文 部省,1969;体

育科学センター,1973)の 発達が著 しく,こ れを土台として後の専門的運動技能の発達につなが

ってい く.そ の調整力の涵養を促す上でも有効な運動プログラムの開発が期待 される.本 稿では

幼少年期の 「調整力」の育成を目的 とした運動プログラムに関する研究動向を概観 しなが ら,こ

の研究領域における今後の展望 を考察 してい くことにする.

2.幼 児体育カ リキュラム研究

1)体 育カリキュラムの基本的な考 え方(石 河 ら,1980)

幼児教育における体育的なカリキュラムは領域 「健康」で取 り扱われているが,現 行の教育要

領では 「歩 く,走 る,跳 ぶ,投 げる」 などの基本的な運動形式や具体的な種 目名に言及 はない.

「生 きる力の基盤」 を育む就学前教育段階においては,幼 児の自主性 と運動(遊 び)環 境の創意

工夫を尊重する方向性は間違いではないが,体 力低下問題および学校体育の説明責任が求められ

る今日,幼 少年期に体験や到達が期待 される活動内容やその水準がある程度提示 されるべ きであ

ろう.

基本条件 体育科学センターの体育カリキュラム作成小委員会(以 下,カ リキュラム小委員会 と

略記)は(1980),幼 児期の望ましい発達に資する幼児体育カリキュラムの基本的な視座 として,

「全体 として十分な運動量 を与えなが ら,で きうる限 り多彩 ・多様 な進退動作の種類を包含させ,

身体 を動かすことの可能性 を発見 させ,そ の楽 しさを体験 させること」 と提案 した.体 育カリキ

ュラム選定の基本条件 は次の10点 であった.① カリキュラムの具体的内容は,実 験的なデータ

に裏付けされていること,② 幼稚園においては,健 康が重要な教育目標の1つ であるゆえ,幼 児

の健康の保持増進に何が必要か検討すること,③ カリキュラムは,男 女別に作成する必要がない

こと,④ 適切な指導 により当該の年齢集団の60%が できるという目安で,ど のような動作がで

きるかを明らかにすること,⑤ 発育の面から,ど のような動作ができるかと同時に,各 年齢でど

の動作ができるようになることが望 ましいか考えること,⑥ 幼児のマラソンは,持 久力の向上 を

目的とするのではなく,必 要な運動量 を確保するための手段 として扱 うこと,⑦ カリキュラム内

容は,体 力要素や教育 目標ではな く,動 作様式を基準に分類 されること,⑧ カリキュラム内の活

動 には,「 友だち と楽 しく遊べ る」 ことを重視するが,各 活動は基準(動 作の多様性,運 動量,

社会性 など)を 決めて評価すること,⑨ 場所や用具の設定条件 は,幼 児が実施する動作の種類や

運動量に大 きく影響するので,特 に考慮す ること,お よび⑩ 「自由遊び」 と 「課題遊び」 とは,

カリキュラムの中で特に区別する必要が無いこと

基本的動作項 目の検討 体育 カリキュラムを構成する基本的な動作の選定 においては,安 定系

(Stability),移 動系(Locomotion),操 作系(Manipulation)を 上位 カテゴリー とし,動 作内容
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表1幼 児の自由遊び中に観察された年齢別の活動(種 目)内 容

年齢別の実施状況運動種目の分類 30%以 上 の 園で実 施 50%以 上の園で実施

系統 遊びの種目 活動名 年少 年中 年長 年少 年中 年長

1-1 固定遊具の遊び

太鼓橋
プール

0
0

0
0

0
0 0 0

鉄棒 O 0 0 0 0
ジ ャ ン グ ル ・ジ ム U U U

すべり台 0 O 0
ブ ラ ンコ 0 O O

1-2 大型遊具の遊び

マ ッ ト 0 0 0 0
平均台 0 0 O

綱引き 0 O 0

1-3 小型遊具の遊び

ま り(ボ ー ル)つ き O O O
たこあげ 0 O 0
砂運び 0 0
砂遊び 0 0 O 0
ボ ール遊 び 0 0
球転がし O 0
縄跳び 0 0 0
紅白玉入れ 0 O 0
キ ャ ッチ ・ボ ー ル 0 0
的投げ 0 O
縄回し 0 0
ド ツ ジ ・ボ ー ル O 0

お み こ し 0
サ ッ カ ー U
ゴム跳び 0

II-1 か くれん ぼ,か くしっこ かくれんぼ 0 0 0
II-2 鬼 ご っ こ,グ ルー プ対抗 座り鬼 0 0 0

II-3 ごっ こ遊 び
電車 ごっ こ 0 0
トン不ル U

III-1 鬼 ごっ こ

影踏み O 0 0
鬼 こ っ し U U U

ダ ルマさんが 転 んだ O 0
おんぶ鬼 O

III-2 捕 まえ っ こ ロ ン ドン橋 0 0 O

III-3 引 っ 張 りっ こ
花 い ち もんめ O O O
なべ なべ O O 0

III-4 力 くらべ
相撲 O 0

押 し くらまん じゅう 0 0 0

III-5 跳 び っこ

幅跳び 0 0
ケ ンパ 0 0 O

馬跳び 0

III-6 走 りっこ

リ レ ー 0 0 0
マ ラソ ン 0 0 0

徒 競走 ・かけ っ こ O 0 0
III-7 リズ ム フ ォ ー ク ダ ン ス 0 0 0

III-8 体操 組体操 U

III

基本運動

(遊具なしで十分できる

遊び)

しゃがみ ・遅歩 き 0 0 0
大股歩き 0 0
四つ足歩き U 0 U
片足跳び U U U

片足立ち U U
ホ ップ ・ギ ャ ロ ッ プ U U
2ス テ ップ U

腕で這う U
体支持テス ト 0

年齢ごとの種目数小計 17 26 28 20 20 23

注)石 河 ら(1980)を 元 に作成
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(姿勢変化,平 衡,上 下,水 平,回 転,荷 重,脱 荷重,補 足,攻 撃)を 下位 カテゴリーとして

収集 された項 目を区分 する ことで,84種 類 の項 目を設定 した.な お項 目分類 においては,

Gallahueの 提案(1976)に 基づ きなが ら,国 語辞典中の動作を表す動詞が抽出され,ま たその

妥当性が検討された.

この84種 類の基本動作が実際の自由遊び場面でどのような種類の活動 によって行 われている

か調査 したところ,表1に 示すように,調 査対象の30%お よび50%以 上の園で観察された動作

で,か つ基本的な動作 を2種 類以上含んでいる活動名が収集された.そ の結果,体 育カリキュ

ラム作成上の結論が得 られた.①84種 類の基本的な動作が幼児の体育カリキュラムに包含 され

ること,②30%お よび50%以 上の園で観察 された活動の数は,年 齢的な発達に伴 い増加する

傾 向が認められた,③ 各活動は,そ れに含 まれる動作数(動 作の多様性 という評価基準)の 程

度か ら評価可能である,④ 各年齢段階共通で観察 される活動の種類 に関 して,そ れに含まれる

動作数は発達に伴い増加すること.

2)活 動に含 まれる基本動作数(石 河 ら,1981)

上述 した活動 の種類 とそれに包含 される基本動作数について体育 カリキュラムとしての適合

性 について検討 した.表2に は30%以 上の調査対象で観察 された活動のうち,5種 類以上の基

本動作が含 まれる項 目について示 した.そ の結果,① 活動に含まれる基本動作の数は,活 動 に

よって1～12個 にばらつ くため,多 様 な動作 を体験することが望 ましい とする観点から,提 案

された基本動作 は体育 カリキュラムの中核 に成 り得 ること,② 活動 に含 まれる動作数は,安 定

系 と移動系のカテゴリーに属するもので全体の70%を 占めていたため,操 作系の動作 も 「体験

が望ま しい基本動作」 としてカリキュラムに取 り上げる必要があること,と 述べ られた.ま た,

③基本動作数の多い活動 として,ジ ャングルジム,ド ッジボール,鉄 棒の ように遊具 を使用す

る活動,ま たすわり鬼 フォークダンス,影 踏みのような集団遊びが指摘された,さ らに④同

じ活動で も,含 まれる活動数が年齢段階で同 じもの(例,鬼 ごっこ)と 異なるもの(鉄 棒)が

みられ,カ リキュラム作成において各活動 に含 む基本動作数の決定 において留意すべ き,と 述

べ られた.

3)幼 児の運動(遊 び)と 日常行動の特徴の関連性 を検討するチェックリス ト(石 河 ら,1982)

幼児体育で体験 される運動種 目が幼児の運動(遊 び)の 意欲 ・態度および社会性 といかなる

関連性 を示すか検討 された.高 さへの挑戦 を求める遊具(ク ライミング ・ネ ット,の ぼ り棒,

表25種 類以上の基本動作が含まれていた活動

1 2 3 4 5

年少(3歳児)
ジ ヤングル ・ジム (7) フ オー ク ・ダ ンス (6) 座り鬼 (6) 鬼 ごっこ (6) 相撲 (6)

お しくらまん じゅう (s) ボール遊び (6) プール (5) 鉄棒 (6) すべ り台 (5)

年中(4歳児)

ドツジボール (9) 相撲 (6) フ ォー ク ・ダ ンス (9) 座 り鬼 (6) 鉄棒 (7)

マ ッ ト (s> 影踏み (6) ボール遊び (s) プール (6) ダルマさんが転んだ (s)

鬼 ごっ こ (6)

年長(5歳児)

ドツジボール (12) 鬼ごっこ (6) 座り鬼 (9) 砂遊び (s) フ ォー ク ・ダ ン ス (9)

おみ こし (s) サ ッカー (a> マ ッ ト (5) 鉄棒 (7) ジヤングル ・ジム (s)

影踏み (6) 相撲 (s) おんぶ鬼 (6) ダルマさんが転んだ (s>

注)石 河(1981)を 元 に作 成.表 中の 数字 は基本 動作 数
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丸太組アス レチ ック,回 旋すべ り台)へ の取 り組みに注 目し,自 由遊び中の幼児の活動へ の積

極 さと社会性の関係 を明 らかにするため,① 注意の集中 ・緻密さ,② 大胆 さ ・思い きりの良さ,

③意志の持続性,④ 馴れの速 さ ・判断の正確 さ,⑤ 創造性 ・工夫,⑥ 友だち関係 ・リーダーシ

ップ,⑦ 活動性 ・遊びの好み,の7つ のカテゴリー ・全23項 目から構成 されるチェックリス ト

が提案 された.調 査の結果,ま ず男児のほうが難 しい技に挑戦する者が多いこと,女 児 におい

ては難 しい技 に挑戦する者は 「大胆で思い きりが よい」 「活発である」 「作 り出す工夫 をする」

の項目が有意に高かった.ま た,難 しい技に挑戦する幼児の日常行動 として,男 児では 「画面

一杯に描画を表現すること」「動物を怖がらずに抱 けること」「ブロ ックや積木の片付けで ,き

ちんと収めようとすること」,女 児では 「動的な遊びを静的なそれよ り好むこと」「友だちと遊

ぶ とき遊びの提案や新 しいルールを工夫すること」「高い ところで も平気で遊ぶこと」「小型遊

具をしっか り片付けること」「紙芝居等 を集中して聞いていること」「クラス全員の前でも1人

で話ができること」「動物 を怖が らずに抱 けること」 に顕著な特徴が認められた.

なお,こ こで提案 されたチェックリス トでは,活 動に積極 的な幼児(特 に男児)の 行動特性

が直接的に意欲 ・態度 に反映されてしまい,心 身の未分化性,遊 びの性差,個 人差に配慮が必

要な幼児の特性 を理解する上で注意 を要すること,ま た単 に 「できた一できなかった」 という

合否の観点からのみ評価するのではな く,達 成の如何 に関わ らず 「どのように取 り組んでいた

のか」 とい う過程を見守 りなが ら,運 動(遊 び)と 社会性の関係性を検討 してい く姿勢が必要

であろう.

4)運 動(遊 び)種 目表の作成(石 河 ら,1983)

一連の調査結果 を踏まえ,体 育カリキュラム作成のため運動種 目を選定 し,続 いて運動遊具

の種類 と運動(遊 び)の 成立条件(個 人の技能,場 所,集 団等)を 考慮 して分類基準 を明示 し

た.表3に まとめたように,運 動種 目の配列 においてはまず遊具使用の有無か ら区分 した上で,

技能水準,個 人,集 団の観点か ら計362種 目を分類 した.本 種 目表 は 「遊具 を使用す る遊び」,

「特定の遊具 を使用 しない遊び」,お よび 「遊具なしで充分できる遊び」,の3つ の上位 カテゴリ

ーから構成 されている。下位 カテゴリーとして 「遊具(遊 び)の 種類」および 「遊び名」 によ

って種 目が細分化 されている.さ らに,各 種 目は年齢段階の適時性,お よび活動に含 まれる基

本動作 との関連性の観点か ら分析 され,カ リキュラム上の系統性が確認された.こ の表 から,

幼児体育カリキュラム構成 において運動種 目等の組み込みが容易になること,ま た指導時の望

ましい観点の明確化 など,利 点が挙げられた.

5)運 動(遊 び)評 価基準の検討(石 河 ら,1984)

一連の研究を踏まえ,年 間のカリキュラムの中で363種 目の運動(遊 び)の 何 を基準にどの

ように配列するかについて検討 された.幼 児体育の評価方法 については議論が分かれるところ

だが,こ こでは各運動(遊 び)の 体育的価値の多面的評価 とランク付 けに重点が置かれた.評

価基準 は4点 あ り,① 行動特性(各 運動 と幼児の心理社会的側面 との関連性の評価),② 運動量

(各運動の発育刺激 としての評価),③ 動作の多様性(各 運動 に含 まれる基本動作数の評価),

④その他(ゲ ーム性,安 全性,対 象(個 人 ・対人 ・集団),遊 具(固 定 ・移動 ・手具),実 施場

所(園 庭 ・遊戯室 ・保育室など),年 齢的な適切性の評価)が 挙 げられた.特 に,① ～③の評

価基準 は各運動(遊 び)の 質的評価を反映するゆえ重視 された.以 下には,各 評価基準の妥当
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表3幼 児体育カリキュラム作成における運動(遊 び)種 目表

分類 遊具 1 2 3 4 5

1.遊 具 を使 用 す る遊 び(3系 統 ・281種 目)

1-1.固 定 遊 具 の遊 び

(20遊 具 ・131種 目)

砂場 ブ ラ ンコ すべ り台 鉄棒 うんて い

太鼓橋 のぼり棒 のぼり綱 のぼり綱 のぼり棒

ジヤングル ・ジム 回旋塔 遊動円木 プール 築山(土 手)

トンネ ル〈土 管) ろ く木 つ り橋 つ り輪 丸太

1-2.大 型遊 具 の遊 び

(8遊 具 ・83種 目)

跳び箱 平均台 大型積木 キ ングブロック ゲ ー ムブ ロ ック

三輪車 一輪車 ダンボール・ご ざ タイヤ

1-3.小 型 遊 具 の 遊 び

(11遊 具 ・67種 目)

棒 ボ ール お手玉 紅白玉 ビーズ バ ック

o

フ ー フ なわ ゴム ひ も ラケ ッ ト 羽子板

バ ッ ト

II.特 定 の遊 具 を使 用 しない遊 び(3系 統 ・29種 目)

II-1.か くれ ん ぼ,か く し っ こ(6種 目)… … か く れ ん ぼ,宝 探 し,く つ か く し,か ん け り,ポ コ

ペ ン な ど

II-2.鬼 ご っ こ,グ ル ー プ 対 抗(16種 目)… …(木 ・咼 ・鉄 ・色 ・線 ・島 な ど)お に,開 戦 ド ン,

陣 取 り合 戦

II-3.ご っ こ遊 び(7種 目)… 一 ト ン ネ ル く ぐ り,(電 車 ・ガ ラ ガ ラ ド ン ・基 地 ・家 ・舟 ・お 店 屋

さ ん)ご っ こ

III.遊具 な しで 十分 で きる遊 び(8系 統 ・52種 目)

III-1.鬼 ご っ こ(19種 目)… … か げ ふ み,(追 い か け ・手 つ な ぎ ・す わ り ・お ん ぶ)鬼,ド ロ警,

な ど

III-2.捕 ま え っ こ(6種 目)… … か ご め か ご め,と う りゃ ん せ,ロ ン ド ン橋,な ど

III-3.引 っ 張 り っ こ(5種 目)… … な べ なべ,大 根 抜 き,竹 の 子 一 本,花 い ち も ん め,な ど

III-4.力 く らべ(6種 目)… …押 し く ら ま ん じ ゅ う,す わ り相 撲,け ん け ん相 撲,な ど

III-5.跳 び っ こ(5種 目)… … 川 とび,ケ ンパ,う さ ぎ跳 び,と び 越 し馬 跳 び,背 乗 り馬 跳 び,

な ど

III-6.走 り っ こ(6種 目)… … か け っ こ,リ レ ー,二 人 三 脚,お ん ぶ リ レ ー,な ど

III-7.リ ズ ム(5種 目)… … 表 現 遊 び,リ ト ミ ッ ク,ス トッ プ ゲ ー ム,リ ズ ム 体 操,な ど

III-8.体 操(3種 目)… …親子 体操,組 体操,柔 軟体 操

注)石 河 ら(1983)を 元 に作成

性の検証についてまとめた.

行動特性 園生活で運動(遊 び)へ の積極さの程度,活 動内容,お よび心理社会的発達の関連性

について前述のチェックリス ト(石 河ら,1982)の 改訂版により評価された.そ の結果,運 動

(遊び)の 積極さと有意に関連する発達的側面 と活動内容 は,① 注意の集 中や緻密 さ(鬼 遊びの

男児),② 大胆 さや思いきりの良さ(全 種 目の男 ・女児),③ 意志の持続性(固 定遊具遊びの女児,

ボール遊びと鬼遊びの男児),④ 馴れの早 さや判断の素早さ(全 種 目の男 ・女児),⑤ 創造性や工

夫(大 型遊具 とボール遊びの男 ・女児),⑥ 友だち関係やリーダーシップ(ボ ール遊びの男児),

および⑦活動性や遊びの好み(全 種 目の男 ・女児)で あった.以 上の結果から,幼 児 に体験され

る運動(遊 び)種 目に共通 して,「 大胆 さや思いきりの良さ」および 「馴 れの早 さや判断の素早

さ」の発達 との関係性が示唆 された.ま た,「創造性や工夫」 について道具の使い方や動 きの巧
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みさ,作 戦などが求められる大型遊具やボール遊びとの関連性が推測された.さ らに,男 児の

場合 は 「注意の集中や緻密さ」お よび 「友だち関係やリーダーシップ」の特性がボール遊 びと

鬼遊びと関連 していた結果は,女 児 と比 して活動内容が活発かつ複雑であるためと考察された.

今後の幼児の体育における行動特性の評価においては,各 発達的側面の数値 的な評価 もさる

ことなが ら,1つ1つ の検討項目の背後 に潜む生活背景や遊 び方 ・学び方など 「過程」により重

点をおいた評価の在 り方 も今後必要となるであろう.

運動量 運動量は運動強度(心 拍数)と 運動時間(歩 数)の 関数 としてデータが収集 され,各

運動(遊 び)種 目と運動量の関係性が検討された.す なわち,期 待 される運度強度は適度 な運

動強度の活動 を一定時間持続することが重視された.各 運動遊びの運動量は,平 均心拍数(拍1

分)の 観点(強 運動:160以 上,中 運動:130～159,弱 運動:129以 下),お よび歩数計(歩1

分)の 観点(強 運動:75以 上,中 運動:40～74,弱 運動:39以 下)か ら分析 された.そ の結

果,① 心拍数および歩数の両観点 とも強運動と評価 された運動(手 つなぎ鬼 連続 タイヤ跳び),

②心拍数で中程度,歩 数から強運動 と評価 された運動(跳 び箱,玉 入れ,高 鬼,キ ャッチボー

ル,ド ッジボール,サ ッカーごっこ,ゴ ム跳び),③ 心拍数お よび歩数か ら中運動 と評価 された

運動(築 山上 り下 り,開 戦 ドン,か けっこ,す べ り台上 り下 り,鉄 棒前 まわ り,な ど),④ 心拍

数で弱運動,歩 数か ら中運動 と評価された運動(鉄 棒逆上が り,平 均台立ち前歩 き,か くれん

ぼ,な わとび前跳び,リ レー,な ど),⑤ 心拍数で中運動,歩 数で弱運動 と評価 された運動(砂

遊び,す べ り台すわ り滑 り,マ ッ ト運動前まわ り,大 型積木,の ぼ り棒,ジ ャングル ・ジム遊

び),お よび⑥心拍数および歩数 ともに弱運動 と評価 された運動(タ イヤ転が し,ケ ンパ,リ ズ

ム体操,な ど),と まとめ られた.

本調査 では各運動(遊 び)が 独立の項 目としてその運動量が分析 ・検討 されているが,幼 児

の活動の流れや組み合わせに注 目し,1日 の生活全体 としての身体活動量 としての 「運動量」

の評価が,幼 児教育の目的との整合性の観点か らも今後求められるであろう.ま た,本 研究者

らは各運動の運動量における平均心拍数 と歩数が一致せず,よ り総合的な評価 の必要性を示唆

していた.幼 少年期 に体験が期待 される運動(遊 び)の 一定の系統性および発展性 を確定 しな

が らも,幼 児の持続的な興味 ・関心 ・意欲 という心理社会的な活動量をも引 き出す 「運動量」

の視点 もまた心身の発達が未分化な段階であるゆえに配慮 を要するだろう.

動作の多様性 各運動(遊 び)に 含まれる基本動作数(石 河 ら,1981)に 基づいて動作の多様

性が評価 された.表4に は主要な運動種 目に含 まれる基本動作数 をまとめた.基 本動作数の算

定においては,① 直立姿勢 を基本 とし,② 直立姿勢に戻るまでに含まれる動作数の算入(例,

砂場での 「手堀 り」一しゃがむ ・掘る ・立ち上がる),③ 遊具を用いる場合,遊 具に関連する動

作を算入する(例,「 なわ とび」 一とぶ ・つかむ),お よび④2名 以上で実施す る場合,遊 んで

いる各幼児の動作 を算入する(例,「 キャッチボール」一投 げる ・受ける),で あった.そ の結

果,運 動(遊 び)に 含まれる基本動作数の範囲は1～12ま でであること,同 一の運動(遊 び)

であって も,含 まれる基本動作数 は年齢 に伴って増加する傾向を示 したこと,ま た同一の運動

(遊び)で も遊 び方によって含 まれる基本動作数が変わって くること,が 考察 された.以 上か ら,

動作の多様性 による評価は,基 本動作数その ものではな く,年 齢や遊び方による差異 を考慮 し,

例えば3～5段 階での相対評価が妥当,と 示唆 された.

幼児教育は遊びを中心 とした総合的な学びであるゆえに,そ の遊びの内容 を相対的に評価す

ることの是非 については議論を要するが,例 えば基本動作の 「歩,走,跳,投,捕,回 る,ま
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表4運 動遊びに含まれる基本動作数

遊具{運 動遊び 働作数 遊具1運 動遊び 働作数
ii

1-1.固 定 遊 具 1-2.大 型 遊 具(つ づ き)
r-T

r

ト

ト

砂場1

I

l手堀り13
r

大型積木(っ づき)

r並 べ
っ こr4 ‡

1シャベル堀り 三 工±

6

r
積 み上 げ っこ14

ト 1-一 一 一 一

7

T　 　 　 一 冖

13

型 抜き 半 家 ・汽 車 ・基 地 づ く り1.i

1山づ く り18 山 くず し

1スコ ップ掘 り †4
1i トンネ ル くぐりt4

1ダム ・川 づ くり{13 匚ジグザク競争14

画 雄 び16 跳 び降 り121
ト

ブ ラ ン コ ト

L

1人 座 りこ ぎ15

　

L
}よ じの ぼ り13

II人 立 ち こ ぎ16
L

}跳び越 しT2

座 りすべり151⊥ 厩 び石わたり13
il

すべ り台}か けのぼ り13
レ

タ ー

十
三輪 車 ・ス クーi車 こぎ13

r___._r

lかけ降り12 1スクー ター こ ぎ13ト

鉄棒 レ

1

十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一r-一 一 一

前 まわ り14
十 一

囀 車 趣 運び18
1逆上がり17

匝 ボール ・ござ1す べ りっ こ14
雲 梯1ぶ ら 下 が りわ た りL5

1 タ イ ヤ ト

十
1跳び越 し12

↓

應 蕎1手 足わたり 巨 1タイヤ転がし16「 丁冖一冖一一

の ぼ り棒1一 本 の ぼ り15
一

1-3.小 型 遊 具
ト

Tつ たいの ぼ りr6

ボー ル

r-一
ま りつ き16

1ったい降 りt4
4一

暇 ッチボール15

横 わたり14
1

ト
サ ッカー ごっ こ18

L

L

ジャングル・ジム蔽 ξ ぐり抜け14

r

ト

1ド・ジボール18

畷 くぐり抜け16
r手 玉 ・舶 玉1玉 入れ14

泣 ちわ た り.15
r

フ ー プ
T
転 が しっ こ14

1跳び降り14

r-一

μ

t縄跳び(短)前 跳び
L4

築山(土 手)
1かけのぼり14
1⊥

ゴム ゴム跳び14

1かけ降り;3

一_一 冖 　 一 一 一 一_一 一

II.特定 の遊 具 を使 用 しない 遊 び

L

匡ンネル(土 管)Tて 葯 っ こ;5
卜

L

III-1.か くれ ん ぼTか くれ ん ぼ

下5

肋 木 μ一一 一一

____1

Tつ たい のぼ りt4
トー

II-2.鬼 ご っ こ ・
I

lグル ー プ対 抗
レ

　

高鬼 6十
1つ た い 降 り{4

お
回戦 ドン 6

つ り輪1ぶ ら下 が り14
ii

III.3.ご っ こ 遊 び 電 車 ご っこ 4

1-2.大 型 遊 具 III.遊具 な しで十 分 で きる遊 び
r

跳び箱

r 「 一 一 一 一 一

跳び降り12 1
丘ILI.鬼 ごっ こT手 つ な ぎ鬼 6

r

跳び乗り14
卜 十

III-2.捕 ま え っ こ1か ごめ か ご め
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たは安全行動」 などは,個 体における発達 と技能の系統性に一定の方向性があるゆえに,発 達評

価(診 断)に よる相対評価 は検討の余地があるであろう.一 方,仲 間関係や社会性の発達が期待

される遊びについては,そ の運動量や動作数といった運動学的な観点以上 に,よ り幼少年期の発

達課題(基 本的生活習慣,自 律性,規 律性,仲 間関係)に 即 した体験の機会の確保およびその評

価の在 り方について検討 を要するだろう.今 日,遊 びの個別化,小 型化,屋 内化,機 械化,ヴ ァ
ーチャル化などが傾向として懸念されているが

,伝 承遊びやわらべ歌など,幼 児の学びの 「不易

と流行」を再考 しなが ら,今 後の就学前教育お よび幼児体育に反映させてい く必要がある.

6)運 動プログラムの効果

石河ら(1987)は,体 育科学センターによる調整力 に関する一連の研究の中で,運 動 プログラ

ム効果を検討 した縦断的研究(15件)お よび横断的研究(7件)の 研究を総括 した.調 査対象者

として4～12歳 までの幼児 ・児童が参加 した.検 討 された運動課題は,調 整力 テス トの項目(下

述)に 類似 した運動種 目をはじめ,ボ ール運動,鉄 棒,固 定遊具,器 械運動,走 運動,サ ーキッ

ト遊びなどが取 り上げられた.運 動プログラム効果の検討には,調 整力テス ト項目である反復横

とび,と び越 しくぐり,ジ グザグ走,お よび改訂前のフィール ド・テス ト項 目であった棒反応時

のデータによって検証された.実 験期間は1ヶ 月～8ヶ 月にわたるものであった.そ の総括 され

た結果 として,① 調整力は4～6歳 に高めやすいこと,② 調整力を高める効果には,性 差は認め

られない こと,③4～6歳 では,持 久走 よりも動 きに変化のある走運動が調整力 を高めるため に

適 していること,④5～6歳 では,子 どもの多様 な動 きを引 き出すにボール運動が有効であ り,

調整力を高める運動種 目として適 していること,⑤ マ ット,跳 び箱,鉄 棒 を用 いた(器 械)体 操

は,走 運動やボール運動の効果より劣 ること,⑥ 調整力 を高めるには,上 記の運動を週6回 で1

～2ヶ 月 ,計25～50回 実施する必要があること,が 見出された.さ らに,調 整力 と幼児の生活

との関連性が考察 されてお り,そ の関係は複雑であるが,歩 行開始年齢,住 居環境,家 族構成,

仲間関係,戸 外での遊びの種類や内容,日 常生活での活動量などが子 どもの調整力 と関連すると

推察されている.(器 械)体 操 に関わる種 目は子 どもの調整力を高めるに有効な種 目であると考

えられるが,出 来一不出来の結果および優劣(成 績)が 明白であ り,体 格等 により左右され,ま

た達成までの努力要因も大 きいゆえ,短 期的な運動 プログラムの効果は現れない可能性が考 えら

れるが,よ り長期的な視点で体操種 目と調整力の関連性について注目してい く必要があるだろう.

7)幼 児の体 と運動指導(小 林,1990)

小林(1990)は 幼児期の身体活動が,子 どもの調整力の発達にどのように影響するかについて

独 自の視点から解説 している.そ の要点を下記にまとめる.

(1)身 体活動 と調整力の関係 について,「子 どもの発達過程で,4歳 で達成 できる課題に6.5

歳でも達成できない子 どもが存在する現実がある.楽 観的な立場か ら,子 どもの自然な発育 を待

てばいつか体のコン トロール能力は身につ くと考 えるが,そ の期待に反 して未達のままの子 ども

が存在する.ゆ えに,幼 児期か らの積極的な身体活動や,運 動能力や調整力を早期 に発達せ しめ

る効果があり,こ れはその後の発達経過か らみて望ましい」 と述べている.

(2)幼 児の持久力 と運動指導について,「幼児 は高い持久的能力を持ち,持 久的運動に適 した

生理的メカニズムを持っている.こ れは大人 と比較 して運動 による筋肉の疲労物質(乳 酸)は 生

成する機能(無 酸素的エネルギー発生機構)が 未発達なため,乳 酸生成 によって生 じる疲労感を
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感 じづ らい.こ れはこの時期に大いに動 くことが必要だという発育段階の象徴であるが,逆 に言

うとス トッパー装置が緩いことも意味 している.幼 児の疲労感は 『疲れた』 というより,元 気が

ない,発 熱するという症状で現れる.こ のことを過敏に捉 えて,負 荷 をかけるのは良 くないと運

動刺激から遠ざけるのは,健 全な発育の妨げ となる.大 切 なのは,子 どもが 自ら体 を動か して遊

ぶことが出来るような意欲を育てること,遊 びに対する興味を大 きく広げること,遊 びが好 きに

なること,で ある」.と 述べている

(3)ウ ォー ミングアップについて,「大人 と違い,幼 児のからだは,無 酸素的エネルギーを発

生する体力的基盤が非常に未発達な状態にある.幼 児は100m走 でも有酸素的エネルギーを発揮

して走 り,25m走 で も同様である.幼 児期や小学校低学年の子 どもでは速筋繊維の発達が未熟で,

筋の働 きのほとんどは遅筋繊維 によるものである.幼 児の場合,ヨ ーイ ・ドンの合図から全力で

走運動 をすると,ほ ぼ1分 間で歳代酸素摂取量の水準 に達す ることから,ウ ォーミングアップを

しなくて も,い きなり歳代運動 を行 うための準備がいつで も出来ている状態 にあるということが

で きる」 と述べている.

3.ま と め

以上述べてきた ように,子 どもの心身の発達を願う上で調整力の役割は大 きく,こ の発達を促

す今 日的な運動プログラム開発が期待 されている.こ れまでの研究の概観および展望 を次にまと

める.

1)体 育 カリキュラムに含まれるべ き基本動作の検討において,幼 稚園での運動(遊 び)場 面で

の検討に基づき,① 体育カリキュラムに84種 類の基本動作が包含 しうること,② 各基本動作

は年齢的発達に伴い動作数が増加すること,③ 各基本動作は動作数の程度から評価可能であ

ること,が 明らか となった.

2)活 動(遊 びの種類)に 含 まれる動作数 について,① 安定系 と移動系のカテゴリーに属するも

ので全体の70%を 占めるが,操 作系の動作も内容 を考慮 した上でカリキュラムに包含するこ

とが望 まれること,② 遊具を使用する活動および集団遊びでは基本動作数が多 くなる傾向が

あること,ま た同種の活動であっても年齢段階によって基本動作が同 じものと異なる ものが

あ り,カ リキュラム編成上で考慮の必要があること,が 明らか となった.

3)運 動(遊 び)行 動 と日常行動の関連性 について検討された結果,難 しい技 に挑戦する幼児の

日常行動 として,男 児では 「画面一杯に描画を表現すること」「動物を怖が らずに抱 けること」

「ブロックや積木の片付けで,き ちんと収めようとす ること」,女 児では 「動的な遊びを静的

なそれより好むこと」「友だちと遊ぶ とき遊びの提案や新 しいルールを工夫すること」 「高い

とこち でも平気で遊ぶこと」「小型遊具 をしっか り片付けること」「紙芝居等を集中 して聞い

ていること」「クラス全員 の前で も1人 で話がで きること」 「動物 を怖が らず に抱 けること」

に顕著な特徴が認められた.

4)運 動(遊 び)種 目表作成において,「 遊具 を使用する遊び」,「特定の遊具 を使用 しない遊び」,

お よび 「遊具なしで充分できる遊び」の3つ の上位カテゴリー,14の 系統,362の 種 目に分類

された.

5)評 価 基準の作成において,上 述 の運動(遊 び)種 目表の活動 に関 して,行 動特性,運 動量,

お よび動作の多様の観点から検討された.評 価基準の方向性 としては,運 動(遊 び)体 験の
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不易 と流行 に考慮 しつつ,狭 義での体育の ミニマム(基 本動作や動作の多様性の習得,ま た

は身体活動量の ミニマム)を 各発達段階で確実に保障 しなが ら,幼 少年期の心身の発達課題

に即 した体験活動(自 律性および社会性の芽生えを育む遊 び,失 われつつある生活体験や伝

承遊び等の体験,等)の 機会 をいかに確保 し評価するかが今後の課題 となるだろう.

6)調 整力の発達に有効な運動プログラムの検討において,4～6歳 の敏感期での多様 な運動(遊

び)お よび生活体験 を重視 しながら,基 本動作(走,跳,投,捕)と ともに,ボ ール運動,

遊 びに即 した体操,ま たは集団遊び ・伝承遊びなどを,毎 日の継続的な身体活動 を基盤 とし

て体験することが望 ましいことが明らか となった.

7)幼 少年期の調整力の発達 と運動指導の在 り方について,① 子 どもの自然な発達に委ねるとい

う関わ り以上 に,調 整力の敏感期であるこの時期にこそ積極的に指導 ・支援することが,後

の発達に も有意義であること,② 幼児の持久力の強さは,無 酸素的エネルギー発生機構の未

発達のためだが,こ の時期にこそ大いに動 くべ きとの象徴でもあり,そ の未発達性 を過大視

し運動刺激か ら遠ざけることがあってはならないこと,お よび③幼児の運動の多 くは有酸素

的エネルギー発生機構が関わってお り,大 人のようなウォーミングアップは不要であること,

と提案 されている.

(付記)

本研究は平成18～20年 度文部科学省科学研究費補助金(課 題番号18700510)の 配分 を受け

た.
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